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１ 教職員に求められる資質能力 

 

教職員として求められる基本的な資質能力は、普遍的でいつの時代にも求められるものと、時

代の変化に対応してその時代時代に求められるものとがある。社会の変化や時代のニーズに応

える学校教育の実現には、教職員の職務に応じた資質能力の向上が不可欠である。職務に関わる

専門的知識・技能の他、様々な課題に対応するための実践的指導力の向上を図るためには、常に

探究心を持ち自主的に学び続ける力が求められている。また、学校組織の一員としてのコミュニ

ケーション能力、他者と連携・協働する力も大切である。 

 

島根県の教職員として求められる基本的な資質能力 

 

○ 豊かな人間性と職務に対する使命感 

 

○ 子どもの発達の支援に対する理解と対応 

 

○ 職務にかかわる専門的知識・技能及び態度 

 

○ 学校組織の一員として考え行動する意欲・能力 

 

○ よりよい社会をつくるための意欲・能力                          

 

１ 豊かな人間性と職務に対する使命感 

子どもたちの教育に直接携わる教職員には、生命尊重・人権尊重の精神はもとより、教育的愛

情、総合的な人間性、幅広い視野・知識、多様な価値観を尊重する態度、自己評価能力、豊かな

感性を身に付けていることが極めて大切である。また、当然ながら、教職員としての職務に対す

る使命感や責任感、探究心をもち学び続ける意識と自律的に学ぶ姿勢、そして求められる資質能

力を生涯にわたって高めていくことができる力、更には服務規律と法令遵守の意識が不可欠で

ある。ふるさとを愛し、地域を担う人材を育成するという観点からは、教職員自らがふるさとを

愛する気持ちをもつとともに、島根県や学校が所在する地域の自然・歴史・伝統・文化をよく理

解し、地域の「ひと・もの・こと」を積極的に活用する態度もまた大切である。 

 

２ 子どもの発達の支援に対する理解と対応 

いじめ、不登校、問題行動等、様々な行動の内に潜む子どもの微妙な心の動きに対し、教

職員は子どもを共感的に理解できる観察力や感受性とともに、行動と背景についての洞察

力、個に応じた指導力や集団を理解する力が求められる。そこで教職員は、子どもの心の動

きを的確に理解し、発達の段階に応じた成長を支援するため、カウンセリングをはじめ、様

々な子ども理解の手法についての知識や技法を身に付ける必要がある。また、全ての教職員

が特別支援教育に関する基礎的な知識・技能を身に付けることも必要である。そして、障が

いのあるすべての子どもに対して、自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するため、

学習上及び生活上の困難を適切に把握し、その改善・克服のための共通理解とインクルーシ

ブ教育システム構築の理念を踏まえた児童生徒等への対応力をもつことが大切である。 
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３ 職務にかかわる専門的知識・技能及び態度 

学校教育においては、教科指導の占める割合は大きく、教員は教科や教職に関する高度な専門

的知識や実践的指導力をもつとともに、教科等を越えた「カリキュラム・マネジメント」の実現

に必要な力、「主体的・対話的で深い学び」を実現するための授業改善や教材研究及び学習評価

の改善・充実に必要な力、新たな学びや教育課題（道徳教育、小学校における外国語教育、ICT

の活用等）に対応できる力量、へき地・複式教育の指導に関する知識・技能を身に付けることが

大切である。 

ICT や情報の利活用については、一人一人の教職員が学校における ICT の活用の意義を理

解し、授業や校務等に ICT を効果的に活用するとともに、児童生徒等の情報活用能力（情報

モラルを含む。）を育成するための授業実践等を行うことや、「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の実現に向け、児童生徒等の学習の改善を図るため、教育データを適切に活用す

ることが求められる。 

学校事務職員は、学校組織における唯一の総務・財務等に通じる専門職として、その専門性を

生かして、主体的・積極的に校務運営に参画することが必要不可欠なものとなっている。経験年

数や市町村等の実情を踏まえながら、校内企画会や学校評価委員会、学校運営委員会等に積極的

に参画し、諸制度や予算等の専門的な視点からの提言・サポートしていく役割が一層、期待され

ている。 

 

４ 学校組織の一員として考え行動する意欲・能力 

学校組織マネジメントとは、学校の有している能力・資源を開発・活用し、学校に関与す

る人たちのニーズに適応させながら、学校教育目標を達成していく過程（活動）である。学

校組織の一員として、学校教育目標に沿った自己目標を立ててその達成に取り組み、学校の

課題に対しては企画力や調整力を発揮し、教育活動を円滑に進めることができる能力が求め

られる。またチームの一員として、コミュニケーション能力を向上させ、先輩や同僚から学び

後進を支援するなど、他者と連携・協働する力を身に付ける必要がある。 

 

５ よりよい社会をつくるための意欲・能力 

「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、よりよい学校教育を通じてよりよい社会をつ

くるという目標を持ち、地域社会と学校が協働して取り組むことが必要である。そのためには、

自身が地域貢献に対する意欲を持ち、地域の人的・物的資源を活用したり、学校教育活動と効果

的に結び付けたりすることができる能力が必要である。また、現実の社会と地域との関わりを意

識しながら、子ども同士が議論をしたり、合意形成を図ったりできるようファシリテートする力

も必要である。 

 

【参考資料】 

島根県公立学校教育職員人材育成基本方針（令和６年４月改定） 

    ・教諭等の育成指標 

  ・管理職等の育成指標 

 島根県公立学校小・中・義務教育学校事務職員人材育成基本方針（令和６年２月改定） 

・学校事務職員の育成指標 

 

 

（学校企画課の該当ページにリンク） 

                          
 


